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長崎大学医学部保健学科作業療法学専攻教員一覧

職 位 氏 名 担当学年

教 授

作業療法士 岩永 竜一郎 専攻主任・3年生担任

医 師 佐藤 克也

作業療法士 田中 悟郎 1年生担任

作業療法士 東 登志夫 4年生担任

准教授 作業療法士 村田 潤 2年生担任

助 教

作業療法士 徳永 瑛子 2・3年生副担任

作業療法士 森内 剛史 1・4年生副担任



長崎大学医学部保健学科
作業療法学専攻の紹介

ご入学おめでとうございます

長崎大学作業療法学専攻在校生，
長崎大学作業療法学同門生 一同



作業療法とは？
（Occupational Therapy）

作業療法は、人々の健康と幸福を促進するために，医療・保健・

福祉・教育・職業などの領域で行われる，作業に焦点を当てた治療，

指導，援助である．

出典：日本作業療法士協会：https://www.jaot.or.jp/ot_job/



作業療法学専攻での教育は，学内で行われる講義だけではなく，

作業療法の理論と実践の統合を推進するために学内実習および

臨床実習の場での学習も含まれます．

作業療法学専攻の教育

学内
実習

➢ 医学的知識や専門知識・技術に加え，心身
機能の評価技術や作業活動の治療的応用な
どについての体験的な学習

講義
➢ 作業療法の基礎となる医学的知識

➢ 専門的な作業療法の知識

学外
実習

➢ 教員及び臨床実習指導者のもと大学病院を
はじめ，県内外の病院・施設において実施



作業療法学専攻の授業(講義)科目

➢ 作業療法の基礎となる医学的知識

内科系障害・神経系障害・
精神系障害・小児系障害など

疾患・外傷の原因と障害の状態等を学習

リハビリテーション医学･基礎

作業学技法・作業療法評価法

など

リハビリテーションと作業療法学の基礎
的な理論・評価法・技術を学習

➢ 専門的な作業療法の知識

健常な人体の機能・生理・発達等を学習
生理機能学・運動学・
機能解剖学・病理学など

各障害領域における専門的な作業療法に
ついて学習

身体障害・精神障害・

発達障害作業治療学など



学内での実習

作業療法士に必要な医学的知識や専門知識・技術を学ぶだけでなく，

心身機能の評価技術や作業療法の治療的応用などについて実習形式で

体験的に学習

身体機能評価の実習 福祉用具の実習

作業活動の実習（陶芸） 作業活動の実習（革細工）



早期体験学習推進の一環で、１年次から臨床実習（身体障害領域、精神
障害領域、発達障害領域、老年期障害領域施設）による学習が行われる．

病院･施設などでの臨床実習

臨床実習では，教員・臨床実習指導者のもと大学病院をはじめ県内外の
病院・施設において作業療法の理論と実践の統合を図る



生活に障害をもつすべての人に関わり，医療をはじめ保健・福祉・

教育・研究領域と幅広い分野での活躍が期待される．

卒業後の進路

進 学 就 職

医歯薬学総合研究科保健学専攻
理学・作業療法学講座
作業療法学分野

大学院・修士課程

教育領域

保健・福祉領域

医療領域

• 総合病院
• 大学病院
• リハビリテーション病院
• 精神・神経科病院
• 子ども病院
• 訪問看護ステーション他

• 保健センター
• 精神保健センター
• 介護老人保健施設
• 介護法人福祉施設
• 通所リハビリテーション
• 通所介護
• 身体障害者構成施設，養
護施設，授産施設

• 身体障害者更生相談所
• 精神障害者授産施設
• 小規模作業所
• 肢体不自由児施設
• 母子通園施設
• 心身障害児（者）施設
• テクノエイドセンター

• 養護学校
• 幼稚園
• 保育園
• 作業療法士養成校

医歯薬学総合研究科医療科学専攻
作業療法学分野
保健科学分野

大学院・博士課程



【 臨 床 実 習 】
専門基礎 基礎・臨床作業療法学 統合ケア

人体の構造と機能 作業療法学概論 入門科目

機能解剖学Ⅰ・Ⅱ

機能解剖学実習

生理機能学Ⅰ・Ⅱ

運動学Ⅰ

栄養・代謝学

病理学

微生物学

生理機能学実習 基礎作業学概論

運動学Ⅱ 基礎作業学技法Ⅰ・Ⅱ

運動学実習 治療作業学

薬理学 作業療法評価学

運動器系障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝⅠ・Ⅱ 画像評価学

神経系障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝⅠ・Ⅱ 精神系障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

内科系障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝⅠ・Ⅱ

精神系障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝⅠ

外科系障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

小児科系障害とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学

医療と社会Ⅰ

保健医療福祉システム論

公衆衛生学

社会福祉

救急医学 作業療法評価学実習 統合ｹｱ論

保健医療統計学 作業療法管理学Ⅰ

カウンセリング技法 作業療法学研究法

国際保健学実習 身体障害作業治療学・実習

精神障害作業治療学・実習

発達障害作業治療学・実習

生活障害改善学・実習

地域作業療法学

義肢装具学・実習

身体障害支援特論

精神障害支援特論

発達障害支援特論

医療と社会Ⅱ 作業療法管理学Ⅱ 統合ｹｱ実習

ボランティア活動 作業療法学ｾﾐﾅｰ 離島の暮らしと保健医療

卒業研究

総合臨床実習Ⅱ　4年次前期

総合臨床実習Ⅲ　4年次前期

4
年

次

作業療法学専攻　専門教育科目一覧

【　教　　科　】

１
年

次
2

年
次

3
年

次

基礎作業療法実習　1年次前期

地域作業療法実習　2年次前期 

総合臨床実習Ⅰ　3年次後期



長崎大学における臨床実習の流れ

１．作業療法学専攻の学外実習

学年 時期 科目名 形態 日数 施設数 学生数

1年次 前期 基礎作業療法実習 見学実習 4日 2施設 （1施設につき2日） 2～3名

2年次 前期 地域作業療法実習 見学実習 4日 1施設 2～3名

3年次 後期 身体障害・発達障害・精神障害作業治療学実習 評価・治療学実習 12日 3施設 （1施設につき4日） 2～3名

3年次 後期 総合臨床実習Ⅰ 総合実習 5週 1施設 1名

4年次 前期 総合臨床実習Ⅱ 総合実習 7週 1施設 1名

4年次 前期 総合臨床実習Ⅲ 総合実習 7週 1施設 1名

２．医学部の学外実習

学年 時期 科目名 形態 日数 施設数 学生数

1年次 前期 入門科目 チーム医療実習 2日 2施設 （1施設につき1日） 6～7名

３．保健学科の学外実習

学年 時期 科目名 形態 日数 施設数 学生数

4年次 前期 統合ケア実習 チーム医療実習 4日 1施設 6～7名



1・2年次の実習おける学生の到達目標

◼ 基礎作業学実習における学生の到達目標（1年次前期）

⚫ 実習施設の形態や組織の構成等を知る

⚫ 作業療法の実際の内容を知る

⚫ 必要とされる知識・技術をつかむ

⚫ 職業人として望ましい態度や行動を知る

◼ 臨床実習Ⅱにおける学生の到達目標（2年次前期）

⚫ 地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝにおける作業療法士の役割について説明できる

⚫ 地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝにおける作業療法の対象について説明できる

⚫ 職業人としての態度や行動をとることができる



総合臨床実習における到達目標について

総合臨床実習の到達目標

実習指導者の指導・監督の下で，典型的な障害特性を呈する対象者に対し，

作業療法士としての…

①倫理観や基本的態度を身につける

②許容される臨床技能を実践できる

③臨床実習指導者の作業療法の臨床思考過程を説明し，

作業療法の計画立案ができる
（作業療法臨床実習の手引き，2018）

本学における総合臨床実習の到達目標も上記に準じ設定しています



総合臨床実習Ⅰにおける学生の到達目標

＊１年次・２年次の臨床実習Ⅰ・Ⅱの到達目標に加え，以下の目標を含む

1. 臨床現場において作業療法学生としての自覚をもった行動をとるこ
とができる．

2. スタッフ及び患者様と良好な関係を構築することができる．

3. 作業療法部門の管理運営について理解することができる．

4. 臨床実習指導者が実践する臨床場面の見学を通じて，臨床思考過程
を理解し，臨床実習指導者の指導・監督のもとで，対象者に対する
作業療法評価計画を立案し，情報収集・面接・観察・検査測定を実
施することができる．

5. 臨床実習指導者の指導・監督のもとで，評価結果を整理して，全体
像を把握し目標を設定することができる．



総合臨床実習Ⅱ・Ⅲにおける学生の到達目標

＊ 総 合 臨 床 実 習 Ⅰ の 到 達 目 標 に 加 え ， 以 下 の 目 標 を 含 む

1. 臨床実習指導者が実践する臨床場面の見学を通じて，臨床思考過程
を理解し，臨床実習指導者の指導・監督のもとで，対象者に対する
作業療法評価計画を立案し，情報収集・面接・観察・検査測定する
ことができる．

2. 臨床実習指導者が実践する臨床場面の見学を通じて，対象者に対す
る個別の作業療法計画（治療プログラム）について理解し，説明す
ることができる．

3. 臨床実習指導者の指導・監督のもとで，評価結果を整理して，全体
像を把握し目標を設定，作業療法計画（治療プログラム）を立案す
ることができる．

4. 臨床実習指導者の指導・監督のもとで，作業療法の成果を確認し，
必要に応じて作業療法計画を見直すことができる．



分野 No. 施設名 所在地

1 愛野記念病院 長崎県雲仙市

2 介護老人保健施設　三原の園 長崎県長崎市

3 長崎リハビリテーション病院 長崎県長崎市

4 日本赤十字社長崎原爆病院 長崎県長崎市

5 三原台病院 長崎県長崎市

6 長崎みなとメディカルセンター 市民病院 長崎県長崎市

7 長崎記念病院 長崎県長崎市

8 長崎大学病院 長崎県長崎市

9 長崎北病院 長崎県西彼杵郡時津町

10 和仁会病院 長崎県長崎市

11 燿光リハビリテーション病院 長崎県佐世保市

分野 No. 施設名 住　所

12 長崎県立こども医療福祉センター 長崎県諫早市

13 児童デイサービスルーム　ひまわりルーム 長崎県五島市

14 たすく株式会社 神奈川県鎌倉市

15 長崎市障害福祉センター 長崎県長崎市

16 なごみの杜 長崎県長崎市

17 三川内病院 長崎県佐世保市

18 みさかえの園あゆみの家 長崎県大村市

19 みさかえの園総合発達医療福祉センター　むつみの家 長崎県諫早市

20 佐世保市子ども発達センター 長崎県佐世保市

21 大分子ども療育センター 大分県大分市

22 長崎慈光園こども発達支援センターホープ 長崎県東彼杵郡川棚町

23 福岡市立こども病院 福岡県福岡市東区

24 福岡療育支援センターいちばん星 福岡県糟屋郡

25 北九州市立総合療育センター 福岡県北九州市小倉南区

26 多機能型事業所うさぎのもり 長崎県長崎市

27 ふわり諫早 長崎県諫早市

28 別府発達療育センター 大分県別府市

29 福岡市立心身障がい福祉センター 福岡県福岡市中央区

30 児童発達支援センターたすかる早崎 長崎県南島原市

31 出口小児科医院 長崎県大村市

分野 No. 施設名 住　所

32 あきやま病院 長崎県諫早市

33 のぞえ総合心療病院 福岡県久留米市

34 日見中央病院 長崎県長崎市

35 杠葉病院 長崎県長崎市

36 園田病院 佐賀県武雄市

37 可也病院 福岡県糸島市

38 三和中央病院 長崎県長崎市

39 真珠園療養所 長崎県西海市

40 西海病院 長崎県佐世保市

41 長崎県精神医療センター 長崎県大村市

42 長崎大学病院 長崎県長崎市

43 田川療養所 長崎県長崎市

44 医療法人厚生会　道ノ尾病院 長崎県長崎市

45 NPO法人長崎のぞみ会　のぞみ共同作業所 長崎県長崎市

46 肥前精神医療センター 佐賀県神埼郡

47 医療法人陽明会　宮原病院 長崎県佐世保市

48 みどりの園病院 長崎県諫早市

49 九州大学病院　精神科神経科 長崎県長崎市

身
障
（
1
1
）

精
神
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1
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）

令和2～3年度（保健学科17期生）総合臨床実習施設一覧

発
達
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臨床実習に関連する交通費・滞在費の積立について 

 

 

 在学中に必要となる出費とそれに対する過去の対応状況についてあらかじめお伝えいたします。 

本学作業療法学専攻では、3 年次、4 年次に学外での臨床実習があります。本資料の“実習一覧”

にも掲載しておりますが、実習施設は長崎県内だけでなく、他県で臨床実習を行う場合もあります。

他県での実習の場合には、実習先が学生の地元近辺であり、自宅から通える範囲内である場合を除

き、マンスリーマンション等の宿泊施設を利用し、そこから約 1-2 ヶ月間通うこととなります。ま

た、本学が所在している長崎市内であっても、ほとんどの実習施設が公共交通機関での移動が必要

となるため、学費以外の諸経費として、臨床実習に関連する交通費・宿泊費等が必要となってきま

す。 

 実習先の配置は学生の希望も配慮し、決定していきますが、配置された実習先の遠近によって一

人当たりの負担額が変わってきます。そこで本学では、各学生の負担額のアンバランスさを是正す

るために、学生主導の互助組織を運営し、1 年次より積み立てを行い、負担額を均等になるような

取り組みを行っております。これは本学だけでなく、多くの国立大学の養成校で実施している方法

であります。 

 負担額、積み立て方法に関しては、各学年により様々ですが、月に 8 千－1 万円を目安とし、4

年間を通して一人当たり 30-40 万円積み立てているとのことです。具体的にどの程度の費用が必要

なのかをお伝えすべく、参考資料として今年 3 月に卒業した学年の決算書を添付しております。

個々人でかかった費用は異なりますが、互助組織による積み立て金から負担することによって、個

人の負担額を均等にしています。 

 この件に関しましては、本学が国立大学であることから大学側として直接関与できないこととな

っております。そのため、積み立ての実施、管理に関して学生主導の互助組織として当該学年の学

生に一任しております。今後、学生間の協議によって実施、管理を決定していただくことになりま

す。 

 今後のために情報提供させていただきます。よろしくお願いいたします。 



進学・就職先

地域 身体 発達 精神 行政 進学 その他 身体 発達 精神 行政 進学 その他 身体 発達 精神 行政 進学 その他 地域別の合計

福　岡 2 1 1 1 1 1 7

佐　賀 1 1

長　崎 6 1 3 2 3 3 1 4 3 26

熊　本 1 1 1 3

大　分 1 1 2

宮　崎 1 1

鹿児島 0

1 1 2

1 1

0

1 1

0

0

10 2 0 0 3 1 5 5 1 0 3 1 7 2 1 0 3 0 44

長崎大学医学部保健学科作業療法学専攻

その他

関東

進学・就職先の合計

関西

北海道

平成30年度

北陸

令和2年度

九州

四国・中国

中部

令和元年度

過去３年間の進学・就職先



学生のための傷害保険等について 

 

 

1) 学生教育研究災害損害保険（学研災） 

正課中、学校行事中、課題活動中または通学中における不慮の事故に備えて、「学生教

育研究災害損害保険」があり、本学では、原則加入を義務づけています。この制度につ

いては、入学時に「入学関係諸手続案内」に記載しております。詳細は学生支援センタ

ーの生活支援コーナーにお尋ねください。 

 

2) 学研災付帯賠償責任保険（付帯賠責） 

この保険は、臨床実習中に針刺し事故が発生し、感染の恐れがある場合の予防措置費用

及び治療に要する費用、臨床実習中に患者さんにケガをさせたり、患者さんの物を壊し

て、賠償責任を負った場合等に補償される保健です。本学科では、臨床実習に備えて原

則加入を義務づけています。 

 

 

 

医学部保健学科は加入保険料が学研災保険料 3,370 円（Ａコース）+付帯賠責 2,000 円（Ｃ

コース）の合計 5,370 円となります。 

こちらは全員加入が原則となっておりますので、ご加入のほどよろしくお願いします。 


